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目

　

　

次

は

　

じ

　

め

　

に

一
、
郵
玄
注
孝
経
と
孔
安
国
注
古
文
孝
経
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

二
、
御
注
孝
経
と
孔
安
国
注
古
文
孝
経
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

三
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
諸
本
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

四
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

孝
経
は
、
上
代
よ
り
読
ま
れ
た
書
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
令
に
は
、

ニ

ハ

　

　

　

　

　

　

カ

○
孝
脛
　
孔
安
国
。
鄭
玄
注
。
（
国
史
大
系
・
令
義
解
巻
三
学
令
）

と
あ
り
、
古
文
孝
経
孔
安
国
注
と
今
文
孝
経
鄭
玄
注
と
を
定
め
て
い
る
。

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

時
代
が
降
っ
て
貞
観
二
年
（
八
〇
六
）
　
に
は
、
御
注
孝
経
が
採
用

（1）

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
御
注
孝
経
は
、
侍
読
に
も
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
孔
安
国
注
の
古
文
孝
経
と
共
に
、
平
安
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
訓
読

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
国
見
在
書
目
録
に
は
、
「
七
孝
経
家
」
と
し
て
、



孝
経
「
巷
蒜
譜
。
…
…
⊥
讐
ン
…
テ
志
擬
…
…
ふ
昭
㍗
…
千
品
裏
「
…
集
議
二
巻
措
越
王
孝
経
廿
巻

＊桝
酎
／
新
撰
…
疏
拾
遺
二
巷
　
…
疏
三
巻
阻
偶
…
述
議
五
巻
樹
皮
／
…
去
惑
一
巻
卵
　
と
…
私
記
二
巻
朋
凱
…
正
義
二
巻
／

…
抄
二
巷
鑑
　
…
玄
二
巻
　
…
策
二
巻
／
…
疏
三
巻
紙
桁
女
孝
経
一
巻
鑑
二
響
…
一
巻
武
…
二
者
（
＊
印
は
合
点
。
以

下
の
用
例
に
つ
い
て
も
同
様
。
）

の
記
載
が
あ
り
、
二
十
の
書
名
が
認
め
ら
れ
る
が
、
逸
書
も
多
く
、
ど
の
書
が
孝
経
の
訓
読
と
密
接
に
関
係
し
た
も
の
か
を
確
定
す
る
こ
と

が
困
難
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
有
注
の
孝
経
訓
点
資
料
や
、
現
在
の
孝
経
に
書
入
れ
の
存
す
る
古
文
孝
経
述
議
・
孝
経
疏
な
ど
は
、

（2）

訓
読
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
他
に
、
古
今
集
注
孝
経
が
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
。

以
下
、
現
在
の
孝
経
諸
注
の
訓
点
資
料
、
即
ち
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
・
鄭
玄
注
孝
経
・
御
注
孝
経
の
三
種
の
有
注
孝
経
の
訓
読
を
比
較

し
て
、
注
文
と
正
文
訓
読
と
の
問
題
を
考
え
、
更
に
、
古
文
孝
経
訓
点
資
料
数
本
の
訓
読
法
の
比
較
と
、
古
文
孝
経
に
お
け
る
訓
読
の
方
法

を
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
鄭
玄
注
孝
経
と
孔
安
国
注
古
文
孝
経
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

鄭
玄
注
を
有
す
る
孝
経
の
訓
点
資
料
は
、
多
く
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
は
、
鄭
玄
注
で
あ
っ
て
、
金
沢
文
庫
本

群
書
治
要
巻
第
九
所
載
の
孝
経
は
、
正
嘉
元
年
（
一
一
五
七
）
清
原
教
隆
加
点
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
鄭
玄
注
孝
経
の
訓
読
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
巻
第
九
鄭
玄
注
孝
経
正
嘉
元
年
点
と
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
、
今
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と
を
比
較
し
て
、

鄭
玄
注
孝
経
の
訓
読
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
当
然
な
が
ら
、
比
較
は
正
文
の
訓
読
に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
と
仁
治
本
古
文
孝
経
の
正
文
の
訓
読
を
比
較
す
る
と
、

ワ

カ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

を

①
分
　
地
〔
之
〕
利
　
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
竺

ツ

ク

　

　

　

　

の

　

　

に

就
　
地
　
之
　
利
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
2
1
5
）

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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一
二
八

の
如
き
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
異
同
例
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
収
の
鄭
玄
注
孝
経
の
正
文
と
仁
治
本
古
文
孝
経
の
正
文
と
の
用

字
そ
の
も
の
の
異
同
に
起
因
す
る
訓
読
の
異
同
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
の
用
字
「
分
」
と
仁
治
本
古
文
孝
経
の
用
字
「
就
」
の
訓

と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
利
」
に
添
え
ら
れ
た
読
添
語
が
異
な
る
例
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
両
資
料
の
正
文
の
異
同
が
原
因
で
生
じ
た
も
の

と
判
断
さ
れ
る
訓
読
の
異
同
は
、

て

　

シ

タ

カ

シ

（

ト

キ

）

に

　

　

に

②
以
　
順
　
　
　
天
下
、
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
5
）

て

　

ヲ

シ

ヘ

シ

と

き

に

　

　

を

以
　
訓
　
　
二
天
下
一
、
（
仁
治
本
古
文
孝
経
6
4
）
《
類
例
二
例
ア
リ
》

タ

リ

と

　

　

　

　

　

　

は

　

ナ

リ

　

サ

ル

　

ト

ヒ

③
錐
レ
得
　
〔
之
〕
、
君
子
　
所
　
不
・
貴
　
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
1
0
8
）

エ

た

り

と

　

を

　

　

　

l

ま

　

㌔

蒐

シ

タ

カ

ハ

雄
三
　
得
二
志
一
、
君
子
　
弗
二
　
従
】
　
〔
也
〕
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
3
7
7
）

な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
正
文
に
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
に
は
存
す
る
部
分
が
認

め
ら
れ
な
い
な
ど
の
正
文
の
異
同
が
原
因
で
、
成
立
し
た
訓
読
が
異
な
る
場
合
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訓
読
の
異
同
は
、
正
文
の
様
態

の
異
同
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

右
の
他
に
、
両
資
料
問
に
は
、
読
添
語
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

④
利
て
晰
其
鮎
、
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
2
7
）

－
し

輿
鴫
甘
邦
教
訓
）
、
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
塑

⑤
在
レ
モ
嘲
に
面
ソ
フ
墾
ハ
〔
則
〕
智
日
）
　
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
1
2
4
）

在
レ
モ
疇
謡
争
ァ
ラ
ソ
フ
と
き
ご
則
〕
丘
『
テ
ル
（
平
）
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
塑

先
述
の
①
②
の
例
に
お
け
る
読
添
語
の
異
同
は
、
両
資
料
間
の
正
文
の
異
同
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
例
の
如
き
類
の
読

添
語
の
異
同
は
、
そ
の
原
因
を
正
文
の
異
同
に
求
め
ら
れ
ず
、
又
、
鄭
玄
注
・
孔
安
国
注
の
注
文
内
容
に
も
求
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

読
添
語
の
異
同
例
の
中
で
、



ニ

シ

て

　

　

　

ア

ラ

ハ

ル

⑥
天
地
明
察
　
神
l
明
彰
　
〔
臭
〕
　
　
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
塑

な

る

と

き

は

　

　

　

　

ア

ラ

ハ

る

天
，
地
、
明
－
察
　
、
鬼
神
　
章
　
〔
央
〕
　
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
聖

の
如
き
例
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
の
鄭
玄
注
に
は

レ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

レ

▼

J

　

　

　

　

　

　

カ

ナ

フ

を

　

に

　

　

　

　

ア

ラ

ハ

ル

と

○
笥
レ
気
鮎
響
日
）
。
畢
レ
躯
能
警
日
）
。
徳
合
天
地
、
可
レ
謂
レ
彰
　
〔
也
〕

と
あ
る
が
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
孔
安
国
注
に
は
、

○
乱
撃
去
）
也
天
地
、
賃
明
－
察
　
〔
則
〕
鬼
神
か
道
（
訓
）
、
不
レ
得
レ
不
　
著
　
〔
也
〕
（
以
下
略
）

に

　

　

　

な

る

と

き

は

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ト

い

ふ

こ

と

ア

ラ

ハ

れ

と
あ
り
、
注
文
の
読
解
が
原
因
と
な
る
読
添
語
の
異
同
例
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。

右
以
外
の
訓
読
の
異
同
項
目
と
し
て
は
、

⑦
乱
鵠
（
平
）
レ
君
を
　
〔
者
〕
、
元
　
　
レ
上
　
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
，
孝
経
正
嘉
元
年
点
1
2
7
）

ナ

イ

カ

シ

ロ

ン

ス

ル

ナ

リ

　

　

を

。
撃
去
）
二
島
一
率
『
。
。
す
る
な
り
レ
上
（
訓
）
予
仁
治
本
古
文
孝
経
塑
（
距
㌍
「
は
」
ヲ
）

の
如
く
、
漢
字
昔
の
声
調
に
関
す
る
も
の
、
助
字
の
訓
法
、
実
詞
訓
の
音
便
形
・
非
音
便
形
の
異
同
な
ど
や
、

ラ
ン
ヤ
フ
。
と
ナ
（
福
）
の
私
学
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
，
孝
経
正
嘉
元
年
点
望

⑧
無
　
念

ナ
カ
ラ
ム
や
　
ヲ
モ
フ
こ
と
　
ナ
ム
チ
の
　
を

亡
　
三
　
念
　
二
六
二
租
。
（
仁
治
本
古
文
孝
経
塑

に

　

ク

　

ハ

ン

⑨
身
　
無
二
揮
。
行
（
去
）
、
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点
至

覿
軋
ニ
ェ
堅
。
行
（
去
）
一
（
仁
治
本
古
文
孝
経
塑

の
如
き
、
表
記
上
の
異
同
、
句
読
の
異
同
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
の
う
ち
で
、
鄭
玄
注
孝
経
・
孔
安
国
注
古
文
孝
経
の
正
文
・
注

文
の
様
態
と
関
係
す
る
と
考
え
得
る
異
同
は
、
⑨
例
の
句
読
の
異
同
例
で
、
鄭
玄
注
孝
経
は
挙
例
の
後
に
正
文
が
続
く
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
で
は
孔
安
国
の
注
文
が
存
す
る
と
い
う
本
文
の
形
態
上
の
相
違
に
起
因
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
一
つ
、
注

文
・
注
釈
書
等
に
依
っ
て
行
わ
れ
た
注
釈
活
動
の
異
同
に
よ
る
訓
読
上
の
異
同
例
と
も
考
え
得
る
も
の
は
、
字
音
に
関
す
る
異
同
例
で
あ
ろ

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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三
〇

う
。
以
上
の
二
項
以
外
の
異
同
例
に
関
し
て
は
、
注
文
・
注
釈
書
等
に
依
っ
て
行
わ
れ
た
注
釈
内
容
に
基
づ
く
注
釈
活
動
の
異
同
や
、
両
資

料
間
に
存
す
る
本
文
の
様
態
の
異
同
な
ど
の
外
在
要
因
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
訓
読
を
行
う
言
語
主
体
の
側
の
内
在
要
因
に
依
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
資
料
間
の
訓
読
上
の
異
同
に
は
、
実
詞
訓
の
異
同
が
存
す
る
。

⑩
猷
ル
　
　
〔
干
〕
四
海
に
（
上
欄
「
那
才
乍
」
）
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
1
9
）

ア
ラ
　
ル
注
意

ま

○
形
　
見
也
（
同
右
・
鄭
玄
注
）

ノ

ト

る

　

　

　

　

　

　

に

刑
二
　
〔
於
〕
四
海
一
（
仁
治
本
古
文
孝
経
1
2
0
）

ま

○
刑
1
0
〈
平
）
　
法
也
（
同
右
・
孔
安
国
注
）

⑪
熱
ル
は
　
か
〔
者
〕
、
勾
〔
也
〕
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
竺

ア

ハ

七

夕

ル

ハ

ぽ

意

ま

○
嵐
　
井
也
（
同
右
・
鄭
玄
注
）

カ

ネ

た

る

を

　

の

は

　

な

り

兼
　
之
　
老
　
父
〔
也
〓
仁
治
本
古
文
孝
経
塑
（
距
頴
が
「
は
」
ヲ
）

ノ
ト
リ

⑫
則
　
天
〔
之
〕
掛
（
晋
）
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
5
9
）

＊

ミ

は

注

意

　

　

　

　

＊

ヲ

○
軋
　
硯
也
（
同
右
・
鄭
玄
注
）

鞘
天
か
　
軋
（
平
）
、
（
仁
治
本
古
文
孝
経
2
5
0
）

ノ

フ

ル

に

　

　

　

テ

シ

　

　

　

を

　

て

⑬
陳
　
〔
之
〕
、
以
　
徳
－
義
　
而
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
6
5
）

シ

ク

に

　

　

　

　

し

　

　

　

を

　

て

陳
　
〔
之
〕
、
以
二
徳
－
誼
一
両
（
仁
治
本
古
文
孝
経
2
6
4
）

○
疇
隼
）
。
和
（
去
）
也
（
同
同
右
・
孔
安
国
注
）

ル
ト
キ
ン
ハ
ヲ
ホ
イ
ナ
ル

⑭
　
有
　
党
徳
l
行
一
、
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
型



ま

○
費
．
大
也
（
同
右
・
鄭
玄
注
）

と

き

は

　

タ

、

シ

キ

有
　
二
　
費
　
徳
－
行
一
、
（
仁
治
本
古
文
孝
経
3
1
8
）

カ

ク

は

　

　

　

　

ま

　

　

お

（

コ

ナ

フ

）

と

き

は

　

　

　

の

を

○
覚
　
直
也
　
舌
先
王
、
　
行
　
二
正
－
直
之
徳
二
則
〕
（
以
下
略
）
（
同
右
・
孔
安
国
注
）

⑮
匡
－
救
　
其
警
日
）
。
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
・
孝
経
正
嘉
元
年
点
1
7
7
）

タ
，
シ
　
ズ
∵
7
7
・
u
説

ヤ
ム
御
パ
説

匡
－
救
其
の
　
璧
（
入
）
（
音
）
（
仁
治
本
古
文
孝
経
6
0
0
）

タ

ヽ

シ

　

ス

ク

フ

⑩
⑪
⑫
の
例
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
正
嘉
元
年
点
で
は
、
右
傍
訓
が
、
孔
安
国
注
を
有
す
る
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
と
一

致
し
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
が
有
す
る
鄭
玄
注
に
依
っ
て
案
じ
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
訓
は
、
左
傍
に
「
注
意
」
と
注
記
を
付
さ
れ

て
並
記
さ
れ
て
い
る
。
⑬
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
の
孝
経
の
鄭
玄
注
に
「
陳
」
字
の
注
文
が
な
く
、
御
注
孝
経
に
は
注
文
が
存
し
て
こ

の
訓
読
と
一
致
す
る
。
仁
治
本
古
文
孝
経
で
は
、
孔
安
国
注
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
⑭
の
異
同
は
、
各
々
、
鄭
玄
注
・

孔
安
国
注
に
依
っ
た
た
め
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
。
⑮
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
の
右
傍
訓
に
添
え
ら
れ
た
「
古
説
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
明
確
で
は
な
い
が
、
「
古
文
孝
経
説
」
と
す
れ
ば
、
右
傍
訓
と
し
て
、
古
文
孝
経
の
訓
を
、
左
傍
訓
と
し
て
御
注
孝
経
に
よ
る
訓
を

配
し
た
こ
と
に
な
る
。
但
、
右
傍
訓
に
応
対
す
る
古
文
孝
経
の
孔
安
国
注
注
文
は
確
認
で
き
な
い
。

以
上
、
鄭
玄
注
を
有
す
る
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点
と
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
訓
読
の
異
同
を
取
り
上
げ
て
比
較
を
試
み

た
が
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
正
嘉
元
年
点
は
、
鄭
玄
注
今
文
孝
経
で
あ
る
と
い
う
本
文
自
体
の
性
格
や
、
鄭
玄
注
の
訓
読
へ

の
利
用
な
ど
が
原
因
で
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
と
の
異
同
が
存
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
仁
治

本
古
文
孝
経
の
訓
読
と
比
較
的
に
良
く
一
致
す
る
と
い
う
側
面
も
見
逃
せ
な
い
。

更
に
、
次
節
に
触
れ
る
が
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
訓
読
と
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点
を
比
較
す

る
と
、
⑩
よ
り
⑭
ま
で
の
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
の
右
傍
訓
と
⑮
の
「
御
説
」
と
注
さ
れ
た
左
傍
訓
は
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
訓

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

読
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
と
御
注
孝
経
が
共
に
今
文
孝
経
で
あ
る
こ
と
や
御
注
孝
経
の
成
立
事
情
を
考
え
合
せ

れ
ば
、
両
者
の
訓
読
に
お
け
る
影
響
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
ろ
う
。
但
、
御
注
孝
経
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
加
点
資
料
の
伝
存
が

限
ら
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
確
言
を
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
は
、
異
訓
並
記
が
多
い
に
も
拘
ら
ず
、
金
沢
文

庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点
で
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
合
わ
ず
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
一
致
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
や
、

⑨
に
対
応
す
る
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
は
、

○
象
鮎
二
勘
。
行
（
去
）
　
（
6
4
）

▼
－

フ

　

　

　

ハ

ツ

　

ニ

　

　

．

な

り

ナ

キ

キ

カ

　

キ

こ

と

言
－
行
皆
合
〔
於
〕
法
－
道
、
所
三
以
　
無
二
　
可
揮
〔
也
〕
　
（
御
注
）

と
あ
り
、
「
揮
」
字
に
つ
い
て
の
読
添
語
の
典
拠
を
御
注
注
文
に
求
め
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点

の
訓
読
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
合
う
な
ど
の
例
を
検
討
す
る
と
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
載
の
孝
経
の
訓
読
に
際
し
て
、
孔
安

国
注
の
存
す
る
古
文
孝
経
や
、
御
注
孝
経
の
訓
読
を
根
底
に
据
え
て
、
群
書
治
要
自
体
に
存
す
る
鄭
玄
注
は
、
適
宜
、
参
照
す
る
と
い
う
形

式
で
訓
読
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
様
な
訓
読
の
様
相
は
、
当
時
の
鄭
玄
注
孝
経
の
訓
読
の
在
り
方
を
示
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
令
に
定
め
ら
れ
た
鄭
玄
注
は
、
貞
観
二
年
に
廃
さ
れ
、
以
後
、
孔
安
国
注
・
御
注
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
読
の
様
相
は
、
本
邦
に
お
け
る
孝
経
訓
読
史
の
歴
史
的
経
緯
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

二
、
御
注
孝
経
と
孔
安
国
注
古
文
孝
経
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

京
都
大
学
図
書
館
蔵
御
注
孝
経
は
、
紙
背
に
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
清
原
宣
景
の
文
書
の
存
す
る
も
の
で
、
鎌
倉
初
期
加
点
の
資
料
と

（5）

推
定
さ
れ
る
。
完
存
の
資
料
で
は
な
い
が
、
第
三
早
よ
り
第
九
章
の
途
中
ま
で
と
第
十
六
章
の
末
尾
よ
り
第
十
八
章
の
途
中
ま
で
を
伝
え
、



異
訓
並
記
の
多
い
資
料
で
あ
る
。
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
と
孔
安
国
注
仁
治
本
古
文
考
経
の
正
文
の
訓
読
を
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
は
、

○
以
て
航
崇
キ
。
天
下
、
（
3
1
）

に

ヨ
ノ
シ
フ
バ
．
ト
ふ
で
二

〇
古
此
章
号
／
孝
平
　
（
8
6
上
欄
注
）

の
書
入
校
合
注
記
が
存
し
て
、
古
文
孝
経
と
校
合
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
更
に
、
前
者
例
に
対
す
る
御
注
注
文
は

シ

タ

カ

て

　

ノ

ノ

に

○
能
、
順
天
下
人
心
　
（
3
2
）

と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
正
文
の
訓
読
に
対
応
す
る
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
孝
経
正
嘉
元
年
点
・
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
例
は
、
前

節
②
例
の
如
き
で
あ
っ
て
、
孔
安
国
注
に
「
訓
教
也
」
の
注
文
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
右
掲

左
傍
訓
は
、
古
文
孝
経
の
訓
読
よ
り
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
で
は
、
訓
読
に
際
し
て
古
文
孝
経
の
訓
読

が
参
照
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

正
文
の
異
同
に
依
る
訓
読
の
異
同
、
音
読
・
訓
読
の
異
同
、
助
字
の
訓
法
や
表
記
上
の
異
同
例
等
を
措
き
、
字
訓
の
異
同
例
に
は
次
の
如

き
も
の
が
存
す
る
。

〔
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
〕

な
り
＊
ヨ
て
　
　
　
　
ナ
ル

所

　

由

　

　

生

シ

タ

カ

フ

　

　

＊

イ

ツ

一

一

（

ル

か

）

〔
也
〕
　
（
3
5
）

。＊墾（去）

h
ノ
ト
セ

〔
仁
治
本
古
文
孝
経
〕

な
り
　
シ
タ
カ
て
な
る

所
二
　
醗
生
一
〔
也
〕
　
（
7
9
）

ニ
ク
マ

悪
　
（
1
1
0
）

h
ノ
ト

ハ
ヤ
ク

堀
＊
コ
ヽ

レ
こ是

（93）

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て

ツ
ト
に

夙
コ

ヽ

に

是

ヲ
キ

興
、
（
2
1
0
）

（244）



鎌

＊
イ
ツ
セ
　
　
テ

不
　
厳
、
而

軍
報
㌢
テ

而
て

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（95）

一
三
四

（98）

ワ
ス
ル
、
こ
と

遺
　
　
（
9
8
）

ノ
フ
ル
に

陳
　
〔
之
〕
　
（
9
9
）

＊
ア
ラ
カ

イ
ソ

不
争
　
（
1
0
0
）

ア
ラ
ソ

＊
ト
モ
ニ

ミ
ナ

具
　
（
1
0
3
）

＊
ワ
ス
レ

ノ
コ

遺
　
（
1
0
7
）

オ
ホ
イ
ナ
ル

覚
　
　
（
1
2
3
）

マ
サ
ル
こ
と

加
　
　
（
1
2
6
）

ツ
タ
レ
ハ
ナ
リ

本＊
モ
ト
＊
ナ
レ
　
ハ
∵
T
H
ノ

（143）

む

タ
、
シ
　
＊
ヤ
ム

匡
－
救
　
　
（
1
5
6
）

ス
タ
ブ

ツ
タ
ル
コ
ト

ス
ル
こ
と

容
　
　
（
1
6
2
）

＊
カ
タ
チ
ス
ル

モ
ノ
イ
フ
こ
と

言
　
　
（
1
6
2
）

シ

テ

　

セ

不
　
安
　
　
（
1
6
3
）

・
か
一
フ

ム

不
甘
　
　
（
1
6
4
）

カ
ル

サ
レ
と
も
　
イ
ツ
タ
シ
カ
ラ

不
　
　
巌
　
〔
而
〕
　
（
2
5
6
）

（
シ
カ
ウ
シ
）
て

而
　
　
　
（
2
6
2
）

ノ
コ
ス
こ
と

遺
　
　
（
2
6
2
）

シ
ク
に

陳
　
〔
之
〕
　
（
2
6
4
）

す
　
ア
ラ
ソ
ハ

弗
　
争
　
（
2
6
6
）

ミ
ナ

具
　
（
2
7
9
）

ワ
ス
レ

遺
　
（
2
9
0
）

タ
ヽ
シ
キ

覚
　
（
3
1
8
）

フ
ル
こ
と

加
　
　
（
∽
）

モ
ト
ナ
レ
ハ
な
り

本
　
　
　
（
3
5
1
）

タ
ヽ
シ
　
　
ス
タ
ア

匡
－
救
　
（
6
0
0
）

カ
タ
ナ
ッ
ク
ル
こ
と

容
イ

フ

コ

ト

言
　
（
6
2
2
）

す
　
ヤ
ス
ン
せ

弗
　
安

（620）（623）

す
　
　
ア
マ
カ
ラ

弗
　
甘

（627）



不

軌

　

（

1

6

7

）

　

　

　

　

　

　

　

　

中

潮

　

（

墜

以
上
の
如
き
例
が
認
め
ら
れ
る
。
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
並
記
訓
の
一
方
が
、
仁
治
本
古
文
孝
経
に
認
め
ら
れ
る
も
の
も
存
す
る
が
、
右

掲
例
、
第
八
例
嘉
十
二
例
は
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
並
記
訓
が
な
く
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
異
同
は
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
が

御
注
に
、
仁
治
本
古
文
孝
経
は
孔
安
国
注
に
従
っ
た
異
同
例
と
認
め
ら
れ
る
。
御
柱
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
第
二
例
左
傍
訓
は
、
天
理
図
書
館

（4）

蔵
古
文
孝
経
正
安
四
年
点
に
記
載
の
あ
る
中
原
家
訓
と
対
応
す
る
も
の
で
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
異
訓
並
記
や
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と

の
異
同
例
に
は
、
種
々
の
事
情
を
異
に
⊥
た
も
の
が
混
在
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
は
、
字
訓
に
限
ら
ず
、
異
訓
・
異
説
の
並
記
例
が
多
く
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
比
較
か
ら
は
、
右
掲
第
十
五

例
の
如
く
、
古
文
孝
経
の
訓
読
に
認
め
ら
れ
る
も
の
が
比
較
的
良
く
採
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
仁
治
本
古
文
孝
経
で
は
、
古
文
孝
経
孔

安
国
注
に
対
す
る
御
注
の
異
説
に
依
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
訓
読
は
も
と
よ
。
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
異
訓
並

記
例
も
、
そ
の
；
に
合
う
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
孔
安
国
注
に
従
う
単
一
の
訓
読
が
表
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

る
。読

添
語
の
異
同
に
つ
い
て
も
、
前
節
最
後
掲
例
の
「
ベ
シ
」
の
読
添
語
の
異
同
例
や
、

〇
品
聖
日
）
、
叫
一
風
　
一
（
音
）
、
（
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
1
4
9
）

す
る
（
庵
占
州
）
は

ヲ
て
　
　
　
　
を

行
　
教
、

て
　
ヲ
シ
フ
ル
と
き
は

以
　
　
訓

に

　

　

て

故
　
以

謎
ん
、
無
や
計
、
聖
崇
〔
之
〓
則
〕
、
γ
鮎
三
所
二
㌢
禦
之
〓
也
〓
同
右
・
御
注
）

ク
ラ
シ

〔
則
〕
昏
。
（
仁
治
本
古
文
孝
経
3
7
1
）

ヲ

シ

フ

ル

と

き

は

を

　

　

コ

ン

ラ

ン

す

　

　

　

　

　

　

　

し

　

る

ノ

リ

を

訓
　
レ
民
、
〔
則
〕
昏
－
乱
。
！
主
か
琴
去
）
〔
則
〕
民
売
四
所
三
取
二
法
〔
臭
〕
〔
也
〓
同
右
・
孔
安
国
注
）

な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
、
右
掲
例
は
、
正
文
そ
の
も
の
の
異
同
と
、
正
文
と
注
文
と
の
対
応
に
依
っ
て
読
添
語
等
の
異
同
が
生
じ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

以
上
の
如
く
、
古
文
孝
経
に
は
孔
安
国
注
を
、
御
注
孝
経
に
は
御
注
を
利
用
す
る
こ
と
よ
り
生
じ
た
異
同
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
文
訓
読

の
特
質
と
し
て
表
出
し
て
い
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
が
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
は
、
古
文
孝
経
の
訓
読
も
良
く
採
ら
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。
御
注
孝
経
に
お
け
る
以
上
の
状
況
が
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
御
注
孝
経
訓
点
資
料
の
現
存
が
限
ら
れ
る
現
状
で

は
確
定
で
き
な
い
が
、
以
下
に
も
述
べ
る
如
く
、
仁
治
本
古
文
孝
経
で
は
認
め
難
い
も
の
の
、
古
文
孝
経
諸
本
の
中
に
は
、
御
注
孝
経
の
訓

読
が
参
照
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
相
互
に
参
照
さ
れ
て
各
々
が
訓
読
さ
れ
た
こ
と
は
、
考
え
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ

る
。

三
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
諸
本
に
お
け
る
訓
読
の
異
同

以
下
、
孔
安
国
注
を
有
す
る
古
文
孝
経
訓
点
資
料
の
間
の
正
文
の
訓
読
の
異
同
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
比
較
に
当
っ
て
は
、
諸
本

各
々
と
仁
治
本
古
文
孝
経
と
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。

1
、
猿
投
神
社
蔵
古
文
孝
経
建
久
六
年
点

（5）

猿
投
神
社
蔵
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
は
、
清
原
頼
業
の
訓
読
を
伝
え
る
資
料
か
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
建
久
六
年
の
書
写
奥
書
の
存
す
る

現
存
孝
経
訓
点
資
料
中
最
古
の
資
料
で
あ
る
。
本
文
に
は
、
墨
仮
名
・
朱
仮
名
が
存
し
て
、
異
訓
並
記
の
例
も
多
い
。
以
下
、
仁
治
本
古
文

孝
経
と
の
比
較
を
行
う
が
、
音
読
・
訓
読
の
異
同
、
注
釈
書
・
注
文
の
利
用
に
お
け
る
注
釈
活
動
の
異
同
に
は
関
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
読

添
語
・
助
字
の
訓
法
の
異
同
、
音
便
形
・
非
音
便
形
等
や
表
記
上
の
異
同
を
除
く
字
訓
を
中
心
と
し
て
両
資
料
間
の
訓
読
の
異
同
例
に
つ
い

て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

字
訓
の
異
同

〔
建
久
六
年
点
〕

〔
仁
治
本
古
文
孝
経
〕

日「
マ
ウ
サ
ク
」
八
束
）

（

9

オ

1

）

イ
（
バ
ク
）

日

（75）



イ
ツ
ル

生
　
　
（
9

＊
ナ
ル
　
ツ
キ
こ

の
　
　
ヨ
こ

後
　
世

（

9

ウ

5

）

／
リ
ト
ス

刑ケ
タ
シ

蓋ケ
タ
シ

蓋

（

1

1

ウ

4

）

（

1

2

オ

1

）

（

1

3

ウ

1

）

ヲ
ー
ム
・
手

ト
ヒ
を

首
　
（
1
3
オ
2
）

輿
と
　
（
1
2
オ
2
）

す
ア
（
上
）
7
（
L
L
渇
）
サ
（
上
）

不
溢「

（
7
サ
）
カ
ラ
」
（
朱
）

（

1

2

ウ

5

）

コ
ヲ
H
ノ

ウ

ス

キ

ヒ

を

薄
「
泳
　
　
（
1
3
ウ
4
）

あ
ご＊

ノ
フ
ル
ニ

シ
ク
に

陳
　
　
　
（
2
2
オ
3
）

コ
ノ
コ

ヲ
コ鞠

（

2

2

オ

3

）

＊
カ
ナ
シ
ミ
ヲ

ア
イ
を

哀
　
。
（
平
）
　
（
2
3
オ
2
）

ミ
ナ具＊

ト
モ
こ

に

ハ
ル
こ
と

加

　

　

（

2

6

ウ

2

）

と
も
　
イ
ツ
タ
シ
ウ
セ

不
　
厳
　
　
（
2
9
オ
1
）

ア
ラ
カ
ハ

不
レ
寧
　
（
3
3
ウ
3
）

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て

一
三
七

な
る生

　
（
8
0
）

の

　

ヨ

に

後
　
世
　
（
9
2
）

ノ
ト
る

刑
　
（
1
2
0
）

ヲ
ホ
ム
ネ

蓋
　
　
（
1
2
3
）

ヲ
ホ
ム
ネ

蓋
　
　
（
1
4
5
）

ト
ミ
を

富
　
（
1
4
0
）

輝
‥
（
1
2
5
）

す
　
　
ア
フ
サ

不
　
溢
　
（
1
3
7
）

ウ
ス
き
　
　
亡
を

薄
－
氷
　
（
1
4
9
）

シ
ク
に

陳
　
（
2
6
4
）

お
（
コ
リ
）
　
て
お
コ
ナ
フ

興
　
　
行
　
（
2
6
4
）

カ
ナ
シ
ヒ
を

哀
　
　
（
4
0
7
）

ミ
ナ

具
　
（
2
7
9
）

フ
ル
こ
と

加
　
　
（
3
2
3
）

サ
レ
と
も
　
イ
ツ
ク
シ
カ
ラ

不
　
　
厳
　
（
3
5
1
）

す
　
　
（
ア
ラ
）
ソ
ハ

不
レ
　
争
　
（
4
1
5
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
ア
ラ
）
カ
（
フ
）
と
き
は

寧覿
フ

「
ア
ラ
カ
フ
」
（
牛
ご

（

3

3

ウ

5

）

（

4

4

ウ

2

）

ア
ラ
ソ
フ
と
き
は

争
執
フ

カ
フ

寧
】
友
　
（
4
5
ウ
2
）

ナ
イ
カ
シ
ロ
ス
ル
ナ
リ

亡
　
　
　
　
（
3
4
ウ
5
）

ヒ
ト
は

者

　

（

3

7

ウ

2

）

ア
ラ
バ
ナ
リ

渾
ル
　
（
4
0
オ
4
）

し
　
ウ
（
ツ
）
　
る

可
　
移
　
（
4
2
オ
1
）

レ

可
移
　
（
4
2
オ
3
）

ろ

レ

可
　
秒
　
（
4
2
オ
5
）

ナ
ヲ

統
　
　
（
4
3
ウ
1
）

コ
ト
シ

し

こ
と

モ
ノ
イ
ウ
コ
ト

言

　

　

（

4

9

オ

5

）

「
コ
ト
」
（
朱
）

ソ
フ
　
　
ト
モ

学
　
友
　
（
5
7
4
）

ナ
イ
カ
シ
ロ
こ
す
る
な
り

亡（
モ
）
　
の
は

者
　
　
（
4
6
7
）

ア
ラ
ハ
る

章
　
（
5
0
4
）

（431）

し
　
　
ウ
ツ
ス

可
　
移

可
レ
‰

し

　

す

可
レ
移

ユ
ト
シ

節
し

（525）（527）（530）

（6）

（
5
4
6
）
　
（
上
欄
注
ア
リ
）

イ
フ
こ
と

言
　
（
6
2
2
）

す
　
　
ス
ク
サ

不
　
過

（

5

0

ウ

1

）

マ
ツ
ル

渾
ク

（
ツ
カ
ウ
マ
）

事ネ
　
コ
ト

（

5

1

ウ

3

）

ツ
ル
こ
と

（

5

2

オ

5

）

す不マ
ツ
ル

享こ
と事

字
訓
の
異
同
例
は
、
右
の
如
き
も
の
が
存
す
る
が
、
右
掲
例
中
、

ス
キ

過
　
（
6
3
6
）

（651）

（659）

注
文
の
解
釈
上
の
根
本
的
な
異
同
や
、
御
注
孝
経
な
ど
他
の
孝
経
の
訓
読

と
関
わ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
第
十
一
例
・
第
十
四
例
で
、
当
該
例
の
建
久
六
年
点
に
お
け
る
合
点
付
和
訓
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵

孝
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
確
認
さ
れ
る
訓
読
で
あ
る
。
読
添
語
の
異
同
例
に
つ
い
て
も
、



〔
建
久
六
年
点
〕

ナ
リ

蓋
…
孝
　
　
〔
也
〕
　
（
1
3
ウ
1
）

＊
ナ
．
フ
シ

〔
仁
治
本
古
文
孝
経
〕

ヲ

ホ

ム

ネ

　

な

り

蓋
　
…
孝
　
〔
也
〕
　
（
1
4
5
）

の
如
き
例
で
は
、
建
久
六
年
点
の
合
点
付
の
訓
法
は
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
古
文
孝
経
諸
本
に
は
一
般
的

に
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
に
お
い
て
は
、
御
注
孝
経
の
訓
読
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
建
久
六
年
点
に
お
い
て
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
と
一
致
す
る
訓
・
読
添
語
尤
並
記
す
る
形
で
加
点

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

先
掲
の
比
較
例
中
、
第
二
例
は
、
建
久
六
年
点
に
二
訓
が
並
記
さ
れ
て
い
る
が
、
古
文
孝
経
の
本
文
自
体
に
存
す
る
異
文
が
原
因
で
生
じ

た
訓
読
上
の
異
同
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
問
題
と
な
る
正
文
に
対
す
る
孔
安
国
注
を
索
す
る
と
、

な

り

シ

（

タ

カ

）

て

ル

○
所
二
　
従
　
出
一
〔
也
〕
　
（
建
久
六
年
点
）

な
り
　
（
シ
タ
）
カ
て
ナ
ル

○
所
二
　
従
　
生
－
〔
也
〕
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
）

（7）

と
あ
り
、
古
文
孝
経
訓
読
の
拠
所
と
な
る
孔
安
国
注
注
文
に
異
文
が
存
し
た
よ
う
で
、
書
陵
部
蔵
永
仁
七
年
点
・
元
徳
二
年
点
な
ど
に
も
異

文
注
記
が
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
御
注
孝
経
の
訓
読
や
、
孔
安
国
注
注
文
自
体
の
異
文
に
起
因
す
る
と
認
め
ら
れ
る
異
同
例
を
除
い
た
異
同
例
は
、
正
文
訓
読
の
拠

所
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
現
存
の
孝
経
諸
注
に
対
応
す
る
注
文
が
存
し
な
い
か
、
又
、
存
し
て
も
正
文
と
同
一
の
用
字
で
あ
っ
て
、
訓
読

の
異
同
が
、
依
拠
注
釈
書
の
異
同
と
は
関
連
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
か
、
孔
安
国
注
に
対
応
す
る
注
文
が
存
し
て
も
、
そ
の
注
文
に
依

っ
て
案
出
さ
れ
る
訓
読
が
、
同
一
の
注
文
を
利
用
し
て
訓
読
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
異
同
例
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
場
合
と
で
あ

り
、
両
資
料
間
の
訓
読
の
異
同
が
、
そ
の
ま
ま
利
用
注
釈
書
の
異
同
と
直
接
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
先

掲
第
四
例
に
対
す
る
孔
安
国
注
は
、

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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倉
　
時
　
代
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ま

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

フ

リ

の

を

　

　

　

　

ス

　

ノ

を

（

8

）

○
鮎
0
〈
平
）
法
也
　
百
姓
、
被
　
其
徳
、
四
海
、
法
　
英
数
。
（
仁
治
本
古
文
孝
経
）

レ
ー
ナ

一
四
〇

と
あ
り
、
両
資
料
の
訓
読
の
異
同
は
、
共
に
孔
安
国
注
に
依
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
注
文
の
理
解
か
ら
、
訓
読
の
営
為
に
至
る
間
の
和

語
の
撰
択
等
の
思
考
過
程
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
如
き
で
あ
る
。

以
上
、
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
と
仁
治
本
古
文
孝
経
と
に
お
け
る
訓
読
の
異
同
は
、
建
久
六
年
点
に
御
注
孝
経
の
訓
読
を
並
記
し
た
可
能

性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
同
一
箇
所
に
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と
一
致
す
る
も
の
も
存
し
、
他
の
異
同
例
も
、
基
本
的
に
は
古
文
孝
経
の

訓
読
に
孔
安
国
注
を
用
い
た
こ
と
か
ら
遡
脱
す
る
異
同
例
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点

建
治
三
年
（
二
一
七
七
）
　
の
書
写
加
点
奥
書
の
存
す
る
古
文
孝
経
で
、
清
原
家
の
訓
説
の
う
ち
、
京
都
方
の
訓
説
の
特
徴
を
伝
え
る
も
の

（9）

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
異
同
例
は
、
建
久
六
年
点
と
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
比
較
の
異
同

例
と
大
同
で
あ
る
。

○
仰
（
7
9
，
仁
治
本
「
傾
」
）
　
○
酎
カ
て
（
飢
・
仁
治
本
「
、
整
）
　
○
舅
（
8
1
）
　
○
甥
ト
ス
（
塑
　
○
墾
ネ
（
塑
○
輿
と
（
平
）

な
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
ノ
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゎ
′
ケ
L
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
コ
ヒ

ミ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ァ

ラ

カ

ハ

　

　

　

　

　

　

カ

フ

（
塑
　
○
璽
（
型
　
○
城
と
（
2
3
0
）
　
○
報
（
庵
点
）
ソ
リ
〔
而
〕
（
2
7
2
仁
治
本
「
輿
而
」
）
　
○
争
ソ
ハ
（
2
8
7
）
　
○
響
フ
と
き
は
（
2
8
9
）
　
○

ト
モ

鋸
ル
、
と
き
は
（
甲
仁
治
本
「
ミ
タ
璽
山
）
。
ナ
イ
カ
、
弓
な
り
（
2
9
8
）
。
携
（
懸
。
禦
∵
鯉
。
脅
。
〉
（
3
5
2
）
。
畢
ン
（
堕

。
警
3
7
1
・
仁
治
本
「
恥
」
）
。
弗
レ
タ
輿
（
聖
仁
治
本
「
訂
タ
ノ
撃
。
野
妄
〈
上
欄
、
「
ヤ
璽
イ
本
」
〉
（
聖
仁
治
本
「
ヤ
璽
）

ス
タ
サ

ス
キ

○
過
　
（
4
2
0
）

字
訓
に
つ
い
て
の
異
同
例
は
右
の
如
き
も
の
が
存
し
て
い
る
が
、
並
記
例
が
主
で
、
建
久
六
年
点
の
記
載
と
良
く
通
じ
、
建
治
三
年
点
の
並

記
例
の
一
方
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
合
う
。
以
上
の
異
同
例
を
検
討
す
る
限
り
、
訓
読
の
異
同
が
、
孔
安
国
注
以
外
の
別
の
注
文



に
依
っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
積
極
的
に
認
め
ら
れ
る
異
同
例
は
並
記
例
を
除
き
存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
但
、
既
述
の
如
く
、
御
注
孝

経
の
訓
読
で
、
注
文
の
注
釈
内
容
の
異
同
そ
の
も
の
が
関
係
し
な
い
御
注
孝
経
に
認
め
ら
れ
る
訓
が
存
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

3
、
書
陵
部
蔵
古
文
孝
経
永
仁
七
年
点

（10）

書
陵
部
蔵
永
仁
七
年
点
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
と
同
様
に
、
関
東
方
の
清
原
家
の
訓
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
両
資
料
の
訓
読

カ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

フ

を
比
較
す
る
と
細
部
に
亙
る
ま
で
よ
く
一
致
す
る
。
字
訓
に
つ
い
て
の
異
同
の
確
例
は
、
「
寧
　
（
4
0
ウ
1
・
仁
治
本
「
争
」
）
」
の
一
例
で
、
異
同

例
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
写
部
を
除
い
て
、
表
記
上
の
異
同
一
例
と
読
添
語
の
異
同
二
例
、
若
干
の
助
字
の
訓
法
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。

4
、
東
洋
文
庫
蔵
古
文
孝
経
延
慶
元
年
点

東
洋
文
庫
蔵
延
慶
元
年
点
は
、
前
半
十
章
ま
で
が
清
原
家
関
東
方
の
、
十
二
早
以
降
が
清
原
家
京
都
方
の
訓
説
の
特
徴
を
伝
え
る
も
の
で

p仰【

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
異
同
例
は
、
建
久
六
年
点
・
建
治
三
年
点
と
仁
治
本
古
文
孝
経
と
の
異
同
例
と
は
様
相
を
異
に

す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
が
、
字
訓
に
つ
い
て
の
異
同
例
は
、

て

〇
日
（
1
1
オ
5
）
　
○
疏

の
ツ
キ
に

（
1
0
ウ
4
）
　
○
後
世
　
（
1
1
ウ
5
）

シ
ナ

カ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

カ

○
中
　
（
1
2
オ
3
・
伝
治
本
「
中
」
）

て

r
ト
L
（
朱
）

ア
ナ
ツ
ラ

○

　

　

岳

又

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

は

○
者
　
（
1
3
オ
5
・
仁
治
本
「
者
」
）

の
は

ワ
ノ
ナ
ト
ラ

1
3
ウ
2
・
仁
治
本
「
慢
」
）

カ

タ

の

に

然
　
故
　
（
3
0
オ
4
・
仁
治
本

ヲ

ソ

て

（
3
6
オ
2
・
仁
治
本
「
畏
而
」
）

お

力
フ

ア
「
リ
」
（
来
）
て

○
在

コ
ト
タ
な
る
か
カ
ク
の

「
　
夫
　
然
、

ア
ラ
カ
ハ

○
　
争

故
」
）
　
○
　
生
　
（
3
3
オ
5
・
仁
治
本
「
生
」
）
　
○
　
厳
　
　
（
3
3
ウ
5
）

ヲ

ト

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

は

（
3
9
オ
3
）
　
○
弟
（
4
3
オ
3
・
仁
治
本
「
ヲ
塑
（
訓
）
」
）
　
○
者
（
4
3
ウ
3
）

（
1
5
ウ
1
・
仁
治
本
「
居
」
）
　
○
不
レ
　
厳

ユ
ヘ
に
　
　
　
　
　
　
　
ム
マ
　
（
レ
）
　
て

ウ
ン
て
　
　
　
　
　
　
イ
（
ツ
タ
シ
ウ
）
セ

サ
レ
と
も
イ
ツ
タ
シ
カ
ラ

（
2
5
ウ
5
・
仁
治
本
「
不
レ
　
厳
」
）

コ
ト
キ
ナ
ル
か

○
夫
　
レ

ヲ
チ
テ

○
畏
　
〔
而
〕

ナ
シ

○
醗
　
（
5
0
オ

コ

ト

シ

4
）
　
○
争
　
（
5
2
ウ
2
・
以
下
類
例
略
）

オ

チ

イ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

　

ヲ

チ

ラ

○
弗
レ
　
陥
　
（
5
3
オ
1
・
仁
治
本
「
弗
レ
陥
」
）

ヲ
キ
ノ
ハ
ン
コ
ト
ヲ

○
　
補
　
　
（
5
4
ウ
3
・
仁
治
本
「ヲ

キ
ヌ
バ
ン
こ
と
を

補　」）

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

な
ど
の
異
同
例
で
あ
る
。
以
上
の
異
同
例
に
つ
い
て
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
合
う
訓
が
並
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
が
、
依

拠
し
た
と
認
め
ら
れ
る
注
が
異
な
る
と
積
極
的
に
認
め
ら
れ
る
異
同
例
は
存
し
な
い
。

5
、
天
理
図
書
館
蔵
古
文
孝
経
正
安
四
年
点

天
理
図
書
館
蔵
正
安
四
年
点
は
、
清
原
家
京
都
方
の
訓
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
同
資
料
中
に
は
、
中
原
家
の
訓
説
が
並
記

（12）

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
清
原
家
に
対
す
る
中
原
家
訓
の
整
理
は
既
に
先
学
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

（13）

あ
る
が
、
両
家
の
訓
読
法
の
異
同
例
中
、
正
文
の
字
訓
の
異
同
例
は
、

ス

　

ア

ヘ

テ

　

ニ

ク

　

　

マ

　

　

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ク

マ

○
弗
下
敢
　
悪
　
　
中
　
〔
於
〕
人
上
（
1
2
6
．
・
仁
治
本
「
悪
」
）

て

　

　

ウ

1

．

ン

セ

中

の
一
例
で
、
孔
安
国
注
・
御
柱
・
孝
経
注
疏
・
鄭
玄
注
を
索
す
る
限
り
、
孝
経
専
用
の
注
釈
書
の
異
同
か
ら
生
じ
た
異
同
で
あ
る
と
は
確
定

で
き
な
い
。
中
原
家
訓
注
記
の
存
す
る
異
訓
並
記
例
は
、
概
し
て
孔
安
国
注
の
許
容
範
囲
に
納
ま
る
も
の
で
、
孔
安
国
注
に
対
す
る
異
説
に

基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

右
以
外
の
異
同
例
は
、
概
ね
先
に
比
較
を
重
ね
た
仁
治
本
古
文
孝
経
と
諸
本
と
の
異
同
に
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
字
訓
の
異
同
と
し

て
、
重
複
し
な
い
も
の
に
は
、

オ

ト

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ル

　

セ

＊

カ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

る

　

せ

か

○
弟
（
聖
仁
次
本
「
ヲ
剃
ト
（
訓
）
」
）
　
○
不
レ
通
耶
（
聖
仁
治
本
「
不
レ
・
通
耶
」
）

イ
ツ
タ
ン
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
タ
ン
そ

○
　
安
　
（
5
0
5
・
仁
治
本
「
　
安
」
）

の
例
が
存
す
る
。

6
、
書
陵
部
蔵
古
文
孝
経
元
徳
二
年
点

書
陵
部
蔵
元
徳
二
年
点
は
、
奥
書
に
、
清
原
定
康
・
頼
業
、
大
江
通
景
、
藤
原
忠
長
、
藤
原
長
英
の
人
名
や
、
中
家
本
の
文
字
が
見
え
る

も
の
で
、
孝
経
述
議
等
の
書
入
れ
も
多
い
。
書
入
れ
に
は
、
師
説
が
存
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
師
説
は
元
徳
二
年
点
に
お
い
て
は
、
い

づ
れ
も
孔
安
国
注
の
注
文
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。



字
訓
の
異
同
例
は
、
概
ね
既
述
の
も
の
と
重
複
す
る
が
、

○
聖
笹
（
響
仁
治
本
「
ノ
寒
山
）
　
○
軒
禦
甲
仁
治
本
「
掛
レ
撃

す
ア
マ
カ
ラ

仁
治
本
「
弗
甘
　
」
）

の
異
同
例
が
認
め
ら
れ
る
。

7
、
高
野
山
宝
寿
院
蔵
古
文
孝
経
鎌
倉
後
期
点

ア
ヤ
マ
チ
を

。
潤

ア

ヤ

マ

チ

ヲ

　

　

　

ア

マ

ウ

セ

（
一
望
仁
治
本
「
過
」
）
、
○
弗
甘
　
（
佃
聖

（14）

高
野
山
宝
寿
院
蔵
古
文
孝
経
は
、
鎌
倉
俊
期
加
点
の
資
料
と
推
定
さ
れ
、
仏
書
訓
読
の
特
徴
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
字

㍑
報
鱒
什
絹
鱒
酌
の
と
離
詔
㌶
録
報
墾
○
聖
撃
（
聖
仁
治
本
「
慧
〕
）
○
猷

カ
タ
ラ

（
4
1
0
・
仁
治
本
「
謂
」
）

の
如
き
例
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
仁
治
本
古
文
孝
経
を
中
心
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
加
点
の
古
文
孝
経
七
点
に
つ
い
て
主
と
し
て
字
訓
の
異
同
例
を
取
り
上
げ
て
比
較

を
試
み
た
が
、
以
上
の
比
較
の
結
果
か
ら
は
、
次
の
如
き
点
が
指
摘
で
き
る
。

字
訓
の
異
同
例
の
中
に
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
に
認
め
ら
れ
る
訓
読
と
姦
す
る
訓
が
並
記
さ
れ
た
り
し
て
異

同
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
存
す
る
が
、
御
柱
注
文
が
、
孔
安
国
注
に
対
し
て
明
確
な
異
説
を
記
す
部
分
に
対
応
す
る
古
文
孝
経
の
訓
読
は
、

孔
安
国
注
に
従
う
訓
読
が
行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
御
注
に
依
拠
し
た
と
認
め
ら
れ
る
訓
読
は
、
並
記
と
い
う
形
で
さ
え
記
入
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
い
。

字
訓
の
異
同
に
関
し
て
は
、
孔
安
国
注
に
注
文
が
存
し
な
い
か
、
又
は
、
存
し
て
も
異
同
例
が
共
に
孔
安
国
注
に
依
拠
し
た
も
の
と
判
断

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
場
合
や
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
の
訓
読
と
二
敦
す
る
訓
も
、
御
注
に
注
文
が
な
く
、
即
字
的
訓
で
あ
る
場
合
が
殆

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ど
で
あ
る
。

古
文
孝
経
の
訓
読
に
関
し
て
、
御
注
孝
経
の
訓
読
が
参
照
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
々
の
異
同
例
に
つ
い

て
、
御
注
孝
経
の
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
現
存
が
限
ら
れ
る
現
状
で
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
と
御
注
今
文
古
経
の
訓
読
と
い

う
本
文
そ
の
も
の
の
性
格
に
起
因
す
る
訓
読
、
即
ち
、
博
士
家
の
家
説
を
越
え
た
部
分
に
存
在
す
る
異
同
例
で
あ
る
の
か
、
又
は
、
孔
安
国

注
の
許
容
範
囲
内
で
の
古
文
孝
経
に
関
し
て
の
博
士
家
間
等
の
家
説
の
異
同
に
起
因
す
る
訓
読
上
の
異
同
な
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
現

（15）

状
で
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
「
陳
」
に
対
す
る
「
シ
ク
」
・
「
ノ
ブ
ル
」
の
二
訓
の
内
、
前
者
は
孔
安
国
注
に
従
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
が
御
注
孝
経
の
訓
読
に
確
認
さ
れ
、
御
注
孝
経
出
自
の
訓
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
家
説
を
越
え
た
部
分
で
、

各
家
共
通
に
御
注
孝
経
の
訓
み
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
又
、
家
説
と
し
て
或
る
博
士
家
の
み
が
御
注
出
自
の
訓
と
し
て
保
有
し
て
い

た
も
の
か
、
又
は
、
御
注
孝
経
出
自
と
は
認
識
さ
れ
ず
正
文
の
即
字
訓
と
認
め
ら
れ
て
い
た
か
は
確
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て

仁
治
本
古
文
孝
経
は
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
の
識
語
を
有
す
る
も
の
で
、
清
原
教
隆
の
訓
点
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
（
聖

仁
治
本
古
文
孝
経
の
親
本
と
な
っ
た
古
文
孝
経
の
書
字
加
点
の
事
情
や
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
正
文
の
用
字
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
詳
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
仁
治
本
古
文
孝
経
は
、
巻
首
の
序
の
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
序
以
下
巻
末
奥
書
ま
で
を
存
し
、
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
（
明

経
点
）
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
は
詳
細
で
あ
る
が
、
異
訓
並
記
例
は
非
常
に
稀
で
、
異
説
を
交
え
る
こ
と
が
殆
ど
な
い
資
料
で
あ
る
。

漢
籍
の
訓
読
は
、
諸
注
を
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
字
訓

を
取
り
上
げ
て
、
具
体
的
に
は
注
釈
書
等
を
利
用
し
て
、
い
か
な
る
質
の
訓
を
訓
読
に
用
い
た
の
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

以
下
、
右
の
仁
治
本
古
文
孝
経
の
序
・
奥
書
を
除
い
た
本
文
正
文
の
字
訓
を
対
象
と
し
て
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

て

　

ヲ

シ

ヘ

シ

　

　

　

を

○
以
　
訓
二
　
天
下
一
　
（
6
4
）



（
本
文
孔
安
国
注
）
報
（
去
）
。
教
（
去
）
也

右
掲
例
の
正
文
「
訓
」
字
の
訓
読
は
、
孔
安
国
注
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
右
の
如
く
注
文
を
利
用
し
て
正
文
の
漢
字
を

訓
読
す
る
場
合
、
正
文
の
漢
字
、
即
ち
、
注
文
の
被
注
字
「
訓
」
に
対
す
る
和
訓
「
ヲ
シ
フ
」
と
、
注
文
の
注
字
「
教
」
に
対
す
る
和
訓
「
ヲ

シ
フ
」
と
の
質
的
な
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
質
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
、
便
宜
上
、
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
を
検
索
し
て
、

二
漢
字
と
和
訓
と
の
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
と
す
る
。
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
は
、
一
和
語
に
対
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
漢
字
が
複
数
存
在
す

る
場
合
は
、
そ
の
対
応
漢
字
を
列
挙
し
て
登
載
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
複
数
の
漢
字
が
登
載
さ
れ
る
場
合
の
漢
字
の
配
列
に
つ
い
て

は
、
掲
出
順
位
の
高
い
も
の
、
特
に
、
一
位
に
掲
出
さ
れ
た
漢
字
に
つ
い
て
は
、
登
載
項
目
の
和
語
と
の
対
応
関
係
が
下
位
の
字
に
比
較
し

（17）

て
、
非
常
に
緊
密
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
漢
字
掲
出
の
原
則
を
援
用
し
て
、
仁
治
本
古
文

孝
経
に
お
け
る
右
掲
の
「
訓
」
・
「
教
」
両
字
と
和
訓
「
ヲ
シ
フ
」
　
の
関
係
を
検
討
す
る
。
和
語
「
ヲ
シ
フ
」
　
の
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
の
登
載

例
は
、

○
教
ヲ
シ
フ
腎
這
風
訓
樋
甚
喩
諌
詳
調
音
梗
論
惹
授
詮
記
惨
頒
化
諷
教
譜
己
上
同
（
前
田
家
本
色
葉
芋
類
抄
上
8
1
人
事
）

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

と
あ
り
、
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
漢
字
・
注
文
の
被
注
字
「
訓
」
は
、
字
体
の
問
題
を
今
暫
時
お
く
と
し
て
掲
出
漢
字
二
十
四
字
中
第
五

位
の
掲
出
順
位
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
孔
安
国
注
の
注
文
の
注
字
「
教
」
は
、
第
一
位
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
「
ヲ
シ
フ
」
以
外
の
和

語
に
つ
い
て
、
右
の
両
字
の
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
中
の
登
載
例
を
検
索
し
て
み
る
と
、
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
掲
出
さ
れ
た
単
字
で
の
用
例

は
、

（訓）

°

○
讃
ヨ
ム
請
訓
諌
暗
竿
算
己
上
同
（
前
田
家
本
色
葉
芋
類
抄
上
1
1
6
ウ
辞
字
）

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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○
鵬
ナ
ル
押
訓
侮
擾
要
語
構
稿
玩
己
上
岡
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
中
3
5
ウ
辞
字
）

00
親
か
㍍
近
貰
訃
威
粛
類
隣
己
上
岡
（
前
田
家
本
色
葉
芋
類
抄
下
乃
ウ
人
事
）

＊
シ
ン

＊
ス
イ
等
也

○
随
一
幣
妄
フ
監
＊
慧
軒
替
僚
閏
反
率
殉
死

l
仰
望
大
師
卒
也
（
以
下
四
十
一
字
略
）
（
前
田
家
本
色
葉
芋
類
抄
下
冒
辞
字
）

等
也

○
導
ミ
チ
ヒ
ク
撃
相
裾
追
懐
指
虻
刃
率
近
誘
最
上
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
下
6
5
オ
辞
字
）

（
教
）

＊
＊
＊
＊
六
交

○
令
㌫
反
使
倖
遣
教
垂
造
聖
上
同
（
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
下
7
5
ウ
辞
字
）

の
如
く
で
あ
る
。
「
訓
」
字
は
、
「
ヲ
シ
フ
」
の
他
、
「
ヨ
ム
」
・
「
ナ
ル
」
に
お
い
て
第
三
位
、
「
シ
タ
シ
」
・
「
シ
タ
ガ
フ
」
・
「
ミ
チ
ビ
ク
」
に

お
い
て
第
四
位
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
「
教
」
字
は
「
シ
ム
」
の
第
五
位
に
掲
出
さ
れ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け

る
一
和
語
に
対
す
る
掲
出
順
位
に
つ
い
て
、
上
位
掲
出
の
も
の
が
当
時
の
常
用
漢
字
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
漢
字
使
用
の
立
場
か
ら
、
「
ヲ

シ
フ
」
に
対
す
る
常
用
の
漢
字
が
「
教
」
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
併
せ
て
「
シ
ム
」
に
お
け
る
「
教
」
字
の
掲
出
が
第
五
位
で
あ
る
と
い
う

状
況
を
考
え
れ
ば
、
漢
字
の
使
用
と
い
う
立
場
か
ら
翻
っ
て
、
漢
字
の
訓
読
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
教
」
字
の
常
用
訓
が
「
ヲ
シ
フ
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
浮
び
上
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
従
う
限
り
に
お
い
て
は
、
「
訓
」
字
に
つ
い
て
「
教
」
字
と
和
語

「
ヲ
シ
フ
」
と
の
関
係
の
如
き
漢
字
と
訓
と
の
密
接
な
関
係
は
、
右
に
引
用
し
た
六
語
と
も
に
存
し
な
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。
三
巻
本
色
葉

芋
類
抄
の
用
例
と
、
一
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
の
実
態
と
に
関
し
て
、
字
訓
の
立
場
よ
り
、
以
上
の
仮
定
が
成
り
立
ち
得
る
と
す
れ
ば
、
仁

治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
い
て
、
正
文
の
漢
字
「
訓
」
を
訓
読
す
る
に
際
し
て
、
孔
安
国
注
に
従
い
、
正
文
の
用
字
を
注
文
の
注
字
「
教
」

に
置
き
換
え
て
、
そ
の
「
教
」
字
の
常
用
訓
を
正
文
「
訓
」
字
に
充
当
す
る
と
い
う
過
程
を
訓
読
に
お
け
る
思
考
過
程
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。



ノ

ト

る

　

　

　

　

　

　

に

○
刑
ニ
〔
於
〕
　
四
海
－
（
1
2
0
）

ま

（
本
文
孔
安
国
注
）
私
　
法
也

ヌ
ノ
ト
ル

居
沼
反

○
賢
は
反
蠣
反
裡
完
墾
草
矩
薫
ト
転
業
欝
経
桂
賢
蔓
軌
歎
合
徳
道
辟
臭
桑
常
也
準
震
警
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
中

6
0
辞
字
）

の
例
で
は
、
正
文
「
刑
」
字
は
、
「
ノ
ト
ル
」
訓
で
は
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
掲
出
が
な
く
、
孔
安
国
注
の
注
文
の
注
字
「
法
」
は
第
一
位
の

掲
出
で
認
め
ら
れ
る
。

に
　
　
　
　
　
　
と
き
は
　
タ
、
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
カ
フ
と
（
イ
）
　
ヘ
リ

○
詩
　
云
、
有
二
覚
徳
－
行
∴
　
四
国
順
　
　
　
　
〔
之
〕
　
（
3
1
8
）

カ

ク

は

　

　

　

　

ま

　

　

お

（

コ

ナ

フ

）

と

き

は

　

　

　

の

を

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

カ

ヒ

　

カ

て

ノ

ト

リ

ノ

ト

る

（
本
文
孔
安
国
注
）
覚
　
直
也
　
高
先
王
、
　
行
　
正
－
直
之
徳
、
〔
則
〕
四
方
之
衆
囲
、
皆
順
－
従
　
法
－
則
　
（
也
〕
〔
臭
〕

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

0
礼
”
‥
完
断
揮
升
目
弼
替
快
諾
命
耐
直
（
中
十
八
字
略
）
覚
（
以
下
十
七
字
略
）
（
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
中
7
オ
辞
字
）

イ
フ
コ
ヽ
ロ
ハ

右
の
例
は
、
正
文
「
覚
」
字
の
訓
読
に
関
し
て
、
孔
安
国
注
に
お
け
る
「
覚
直
也
」
の
「
a
ハ
b
也
」
型
の
注
と
「
　
言
」
以
下
の
文
単
位

で
注
さ
れ
た
注
と
の
三
者
の
関
係
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
場
合
は
、
正
文
「
覚
」
字
を
注
文
「
直
」
字
を
経
て
「
正
」

字
に
置
き
換
え
、
「
正
」
字
の
常
用
訓
を
も
っ
て
正
文
「
覚
」
字
に
充
当
す
る
と
い
う
注
文
内
で
の
操
作
を
含
め
た
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
文

単
位
で
注
さ
れ
た
注
文
の
利
用
は
、

イ
フ
こ
と
す
　
　
カ
サ
ラ

○
　
言
弗
レ
文
　
（
6
2
2
）

す

カ

サ

リ

カ

サ

ラ

　

の

　

を

（
本
文
孔
安
国
注
）
不
文
l
飾
　
其
　
辟
〔
也
〕

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

○
飾
胃
賢
輿
庄
計
諌
裡
門
裡
装
文
崇
南
濃
霜
（
前
田
家
本
色
菓
字
類
抄
上
皿
オ
辞
字
）

○

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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四
八

の
如
く
で
、
正
文
「
文
」
字
の
訓
は
、
注
文
に
お
い
て
「
文
飾
」
と
熱
合
し
た
形
で
示
さ
れ
た
「
飾
」
字
の
常
用
訓
を
充
当
す
る
と
い
う
方

法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
如
き
例
か
ら
推
定
し
た
、
仁
治
本
古
文
孝
経
に
お
け
る
注
文
利
用
の
訓
読
の
字
訓
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
、
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄

を
援
用
し
て
整
理
し
て
み
た
も
の
が
以
下
の
表
で
あ
る
。
先
ず
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
正
文
一
字
に
対
す
る
孔
安
国
注
の
利
用
例
を
纏
め
た

も
の
が
第
一
表
で
あ
る
。
最
上
段
に
通
番
号
、
第
二
段
に
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
用
字
、
第
三
段
に
正
文
用
字
に
対
し
て
充
当
さ
れ
た
和

訓
に
つ
い
て
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
を
検
索
し
、
当
該
和
語
項
目
に
お
け
る
正
文
用
字
の
出
現
順
位
を
、
当
該
和
語
項
目
掲
出
総
漢
字
数
分
の

正
文
用
字
の
出
現
順
位
と
い
う
形
で
示
し
、
第
五
段
に
は
孔
安
国
注
に
用
い
ら
れ
た
注
字
を
、
第
六
段
に
は
、
第
四
段
に
準
じ
て
孔
安
国
注

の
注
字
の
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
け
る
掲
出
順
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
一
）

123456
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文
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つ
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第
一
表
中
、
番
号
1
よ
り
1
6
ま
で
は
、
孔
安
国
注
に
「
a
ハ
b
也
」
型
の
注
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
字
訓
に
対
す
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
用

字
が
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
お
い
て
、
孔
安
国
注
の
注
字
よ
り
も
下
位
に
掲
執
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
1
・
1
1
・
1
2
を
除
き
、
孔
安
国
注

の
注
字
の
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
掲
載
の
順
位
は
、
第
一
・
二
位
を
占
め
る
。

1
7
は
、
二
字
の
連
合
で
は
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
登
載
は
な
い
が
、
注
字
「
如
」
は
「
ゴ
ト
シ
」
に
第
一
位
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
1
8
よ

り
2
1
ま
で
は
、
孔
安
国
注
が
正
文
一
字
に
対
す
る
注
と
し
て
、
備
考
欄
に
示
し
た
如
く
の
注
を
有
す
る
も
の
で
、
孔
安
国
注
の
側
の
和
訓
の

対
応
関
係
が
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
い
て
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
2
2
か
ら
2
4
ま
で
の
三
条
は
、
正
文
の
用
字
が
三
巻
本
色
葉
芋
類

抄
に
関
す
る
限
り
注
文
の
注
字
よ
り
も
上
位
の
掲
出
順
位
を
有
す
る
も
の
で
、
2
3
は
注
字
の
掲
載
が
認
め
ら
れ
な
い
。
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄

を
援
用
し
て
検
討
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
既
述
の
正
文
用
字
に
対
す
る
和
訓
の
充
当
の
方
法
に
つ
い
て
の
例
外
は
、
2
2
よ
り
2
4
の
三
例
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

仁
治
本
古
文
孝
経
に
お
け
る
孔
安
国
注
に
関
し
て
は
、
右
の
正
文
一
字
に
対
す
る
注
の
型
の
他
に
、
正
文
の
文
に
対
し
て
、
文
単
位
で
注

を
付
す
と
い
う
型
の
注
文
が
存
す
る
。
先
に
掲
げ
た
仁
治
本
古
文
孝
経
六
二
二
行
の
「
文
」
の
例
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
整

理
し
た
も
の
が
次
表
で
あ
る
。

（
表
二
）

明
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。
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。
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シ
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文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
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字
訓
に
つ
い
て

一
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第
二
表
1
よ
り
2
5
ま
で
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
用
字
が
、
孔
安
国
注
の
注
字
に
比
べ
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
で
の
掲
出
順
位
が
下
位
に



位
す
る
も
の
で
、
孔
安
国
注
の
注
字
の
掲
出
は
、
三
巻
本
色
菓
芋
類
抄
に
お
い
て
2
の
十
八
位
、
7
・
1
7
の
三
位
、
H
の
十
六
位
、
1
9
の
十

位
、
2
4
の
七
位
の
六
例
を
除
き
、
当
該
和
訓
で
は
、
一
・
二
位
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
2
6
よ
り
3
0
ま
で
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
用
字

が
、
孔
安
国
注
の
注
字
よ
り
も
上
位
に
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
2
6
の
注
字
「
稟
」
は
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
い
て
単
字

で
は
当
該
「
ウ
ク
」
訓
で
の
み
登
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
2
6
よ
り
3
0
ま
で
の
五
項
目
が
、
先
の
注
文
利
用
の
正
文
訓
読
の
過
程
に
お

け
る
例
外
と
な
る
。
3
1
・
3
2
・
3
3
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
正
文
の
用
字
と
孔
安
国
注
の
注
字
と
共
に
当
該
和
訓
で
は
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄

に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
で
、
和
訓
と
漢
字
と
の
関
係
が
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
関
し
て
は
探
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
正
文
に
対
す

る
注
文
の
文
単
位
で
注
す
る
型
の
場
合
は
、
注
文
に
お
い
て
正
文
一
字
を
一
字
で
置
き
換
え
る
場
合
と
、
正
文
の
用
字
と
別
字
を
付
加
し
て

二
字
の
熟
合
形
で
示
さ
れ
る
場
合
と
が
存
す
る
。
又
、
正
文
の
文
型
そ
の
ま
ま
の
文
型
で
字
句
の
置
き
換
え
だ
け
を
行
う
文
単
位
型
の
注
文

よ
り
も
、
文
型
に
お
い
て
、
正
文
と
注
文
と
が
完
全
に
は
一
致
し
な
い
も
の
が
多
い
の
で
あ
り
、
文
単
位
で
注
す
る
注
文
の
和
訓
の
レ
ベ
ル

で
の
利
用
に
つ
い
て
は
考
慮
す
べ
き
点
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
い
て
正
文
一
字
に
対
す
る
注
の
利
用
例
と
、
正
文
の
文
に
対
し
て
文
単
位
で
注
さ
れ
た
注
の
利
用

例
と
を
推
定
し
二
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
と
の
比
較
を
試
み
た
が
、
大
旨
、
先
に
推
定
し
た
正
文
漢
字
に
対
す
る
注
を
利
用
し
た
和
訓
の
充
当

過
程
は
是
認
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
い
て
、
孔
安
国
注
の
利
用
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
正
文
漢
字
の
字
訓
に
対
し
て
検
討
を
進
め

て
き
た
が
、
正
文
に
対
し
て
孔
安
国
注
の
注
文
が
存
し
な
い
も
の
、
又
は
、
文
単
位
型
の
注
な
ど
が
存
し
て
は
い
る
も
の
の
正
文
と
同
じ
漢

字
を
使
用
し
て
注
さ
れ
て
い
る
も
の
の
正
文
漢
字
の
字
訓
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
仁
治
本
古
文
孝
経
の
訓
読
に
際
し

て
は
、
孔
安
国
注
の
他
に
、
古
文
孝
経
述
議
な
ど
の
注
釈
書
が
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
、
逸
書
と
な
っ
た
孝
経
の
注
釈
書
類
が
使
用

さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
、
以
下
に
一
端
を
掲
げ
て
み
る
。

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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①
敗
ア
ナ
て

②
厚
ア
ツ
キ
。
と

③
慢
ア
ナ
ト
ラ

④
溢
ア
フ
サ

⑤
敢
（
ア
へ
）
て

⑥
甘
ア
マ
カ
ラ

⑦
危
ア
ヤ
ウ
カ
ラ

⑧
過
ア
ヤ
（
マ
ナ
）

⑨
争
ア
ラ
ソ
フ

（
9
2
）
へ
左
傍
「
古
揚
字
也
」
）

（360）
（113）

（136）
（110）

（627）
∴
∵

（171）
（266）

（猫）

右
の
如
き
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
本
色
菓
芋
類
抄
を
検
索
す
る
と
、
①
は
左
傍
注
「
揚
」
字
で
五
十
字
掲
載
中
第
一
位
に
、
②
は
十

七
字
掲
載
中
第
一
位
（
色
葉
芋
類
抄
は
「
原
」
に
作
る
）
、
③
は
第
二
表
に
示
し
た
如
く
登
載
が
な
く
、
④
は
「
ア
フ
ル
」
で
九
字
中
第
一
位

に
、
⑤
は
十
五
字
中
第
一
位
に
、
⑥
は
三
字
中
第
一
位
に
、
⑦
は
九
字
中
第
一
位
に
、
⑧
は
「
ア
ヤ
マ
ツ
」
で
四
十
字
中
第
六
位
に
、
⑨
は
、

十
字
中
第
一
位
に
各
種
字
の
掲
出
が
あ
る
。
孔
安
国
注
が
存
し
な
い
か
、
注
文
が
存
し
て
も
正
文
と
同
一
用
字
の
場
合
は
、
右
の
如
く
の
三

巻
本
色
菓
字
類
抄
と
の
対
照
か
ら
、
正
文
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
そ
の
漢
字
の
常
用
訓
を
充
当
し
て
訓
読
し
た
場
合
が
多
い
と
い
う
可
能
性
が

存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お

　

わ

　

り

　

に



以
上
、
孝
経
を
中
心
に
、
孝
経
諸
柱
間
の
訓
読
の
異
同
例
を
手
懸
り
に
、
三
種
の
有
注
孝
経
の
訓
読
の
様
相
と
、
孔
安
国
注
古
文
孝
経
諸

本
間
の
訓
読
の
異
同
例
の
整
理
を
字
訓
を
中
心
と
し
て
行
い
、
具
体
的
に
注
釈
書
を
利
用
し
た
訓
読
に
お
け
る
字
訓
の
問
題
を
仁
治
本
古
文

孝
経
を
対
象
と
し
て
、
正
文
訓
読
に
お
け
る
和
訓
の
充
当
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
来
た
が
、
右
の
考
察
か
ら
、
以
下
の
点
が
判
明
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
の
鎌
倉
時
代
加
点
の
有
注
孝
経
諸
本
の
訓
読
に
お
い
て
、
鄭
玄
注
孝
経
の
訓
読
は
、
一
般
に
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
御
注
孝
経
・
孔
安
国
注
古
文
孝
経
の
訓
読
で
は
、
相
互
に
そ
の
訓
読
を
参
照
し
っ
つ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

例
え
ば
、
古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
例
外
ら
し
き
も
の
は
存
す
る
も
の
の
基
本
的
に
は
、
孔
安
国
注
に
対
す
る
御
注
が
明
確
な
異
説

を
記
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
採
る
こ
と
は
な
く
、
少
な
く
と
も
並
記
の
形
で
こ
れ
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
仁
治
本
古
文
孝
経
は
、
異
訓
の
並
記
例
が
少
な
く
、
注
文
利
用
の
訓
読
の
点
か
ら
は
、
御
注
に
対
し
て
孔
安
国

注
に
専
ら
依
っ
て
行
わ
れ
た
訓
読
が
記
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
但
、
正
文
に
限
ら
ず
、
序
文
や
孔
安
国
注
注
文
を
含
め
て
そ
の
訓
読

を
考
え
る
場
合
、
注
釈
活
動
に
利
用
さ
れ
た
注
釈
書
等
は
、
少
な
く
と
も
古
文
孝
経
述
議
・
孝
経
正
義
・
孝
経
疏
・
古
今
集
注
孝
経
・
経
典

釈
文
や
切
韻
等
の
韻
書
・
玉
篇
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
古
文
孝
経
の
訓
読
と
の
有
機
的
関
係
を
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

仁
治
本
古
文
孝
経
に
お
い
て
、
正
文
漢
字
を
注
釈
書
等
の
注
文
を
介
し
て
訓
読
す
る
場
合
、
正
文
の
漢
字
を
一
度
注
文
に
従
い
注
文
の
注

字
に
置
き
換
え
、
そ
の
注
字
の
常
用
訓
を
以
て
正
文
の
漢
字
を
訓
読
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
既
存
の
正
文
に
対
す
る
専
用
の
孔

安
国
注
以
外
の
注
釈
書
に
つ
い
て
、
そ
の
注
文
を
正
文
等
の
訓
読
に
利
用
す
る
場
合
に
は
同
様
の
過
程
が
推
定
さ
れ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、

正
文
の
訓
読
に
つ
い
て
特
定
の
注
釈
書
等
を
利
用
し
た
も
の
と
推
定
で
き
な
い
箇
所
の
正
文
漢
字
の
訓
読
は
、
或
は
、
注
釈
書
等
を
利
用
せ

ず
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
可
能
性
の
高
い
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
注
釈
書
等
を
利
用
せ
ず
訓
読
さ
れ
た
も
の
は
、
正
文
の

漢
字
そ
の
ま
ま
の
常
用
訓
を
充
当
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

本
稿
は
主
と
し
て
、
正
文
の
字
訓
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
、
正
文
全
体
の
訓
読
を
考
え
れ
ば
、
音
読
や
読
添
語
・
助
字
の
訓
法
な
ど

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て
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六

と
の
緊
張
関
係
の
上
に
字
訓
が
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
音
読
箇
所
の
出
現
理
由
や
読
添
語
の
問
題
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
正
文
の

み
で
は
な
く
、
経
書
の
場
合
注
文
に
つ
い
て
も
正
文
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
訓
読
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
注
文
の
訓

読
の
問
題
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

注

（
1
）
　
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
』
　
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
、
目
黒
書
店
）

（
2
）
　
言
記
、
康
治
二
年
五
月
十
四
日
条
に
「
古
今
集
注
孝
経
」
　
の
書
名
が
見
え
る
。

（
3
）
　
小
林
芳
規
『
酢
飯
糎
細
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
4
）
　
注
3
文
献
。
　
　
＊
ケ
イ

ツ
ネ

他
に
、
「
天
〔
之
〕
経
　
〔
也
〕
　
（
9
1
）
」
の
訓
読
例
な
ど
が
正
安
四
年
点
の
中
原
家
訓
に
対
応
す
る
。

（
5
）
　
注
3
文
献
。

＊
才
等

（
6
）
　
仁
治
本
古
文
孝
経
に
は
上
欄
に
書
人
が
存
し
て
「
乳
詣
シ
」
と
読
め
る
が
、
字
体
注
だ
け
の
意
味
で
あ
る
の
か
、
誤
写
等
の
可
能
性
は
な
い
の
か

考
察
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
　
元
徳
二
年
点
に
は
更
に
、
「
述
議
日
訓
／
由
鵠
従
以
生
／
烏
出
放
言
／
孝
道
者
乃
／
三
徳
之
本
／
基
教
化
所
／
従
出
也
空
（
上
欄
）
の
書
入
れ
が

存
す
る
。

（
8
）
　
御
注
の
注
文
は
、

シ

　

タ

ル

刊
法
也
（
中
略
）
普
レ
寧
一
四
夷
〔
之
〕
所
二
鋒
牒
廠
諭
）
　
（
鎌
倉
初
期
点
）

・

に

と
あ
る
。

（9

（10

凹
卿

（
1
2

注
3
文
献
。

注
3
文
献
。

注
3
文
献
。

注
3
文
献
。
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注
3
文
献
。

注
3
文
献
。

例
え
ば
、
古
文
孝
経
諸
本
間
の
異
同
例
に
、

ト

ホ

タ

ト

モ

む

　

カ

タ

ラ

選
　
不
二
謂
一
〔
臭
〕
　
（
建
治
三
年
点
）

ト
ホ
シ
　
　
に

ト
ホ
ク
ト
モ
　
　
　
ら
む
　
カ
タ
ラ
　
　
ヤ

選
　
、
不
一
謂
　
乎
　
（
元
徳
二
年
点
）

シ

ト

ホ

ケ

レ

ト

モ

サ

テ

ム

ヤ

遣
　
　
不
レ
謂
〔
央
〕
　
（
高
野
山
宝
寿
院
蔵
鎌
倉
後
期
点
）

ト

ホ

シ

　

る

に

カ

タ

ラ

遇
レ
不
レ
謂
　
〔
央
〕
　
（
仁
治
本
6
1
3
）

の
如
き
も
の
が
存
す
る
が
、
孔
安
国
注
の
訓
読
に
、

ト

ヲ

ク

ト

モ

　

　

　

サ

ラ

ム

ヤ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

タ

ラ

遠
　
〔
乎
〕
不
下
以
こ
。
善
l
云
）
驚
）
〔
之
〕
謂
上
〔
也
〕
（
高
野
山
宝
寿
院
蔵
鎌
倉
後
期
点
）

し

　

　

　

　

る

に

　

て

　

　

　

　

を

　

カ

タ

ラ

遠
下
〔
乎
〕
不
申
以
二
善
－
事
一
語
上
〔
也
〕
　
（
仁
治
本
古
文
孝
経
）

と
認
め
ら
れ
、
同
一
の
注
文
に
従
い
な
が
ら
、
注
文
の
訓
読
が
異
な
り
、
そ
れ
が
正
文
訓
読
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
言
語
主
体
の

内
在
要
因
に
よ
る
異
同
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
御
注
孝
経
鎌
倉
初
期
点
で
は
、
正
文
を
、

＊
ト
ホ
ク
ト
モ
　
ヤ
　
　
カ
タ
ラ
　
ヤ

道
、
不
レ
謂
奏
（
1
5
8
）

と
訓
読
し
て
お
り
、
注
文
に
も

イ
ヘ
　
　
　
と
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ラ
　
　
セ
　
ト
（
ホ
シ
）
と

錐
l
ニ
離
二
左
右
一
、
不
下
謂
　
病
中
遠
　
㌔

と
あ
り
、
御
注
孝
経
の
訓
読
と
も
認
め
ら
れ
る
。

（
1
6
）
　
注
3
文
献
。

（
1
7
）
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
和
六
十
一
年
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
林

芳
規
先
生
に
は
、
御
指
導
・
御
叱
正
を
賜
り
、
又
、
資
料
の
御
便
宜
を
戴
い
た
。
記
し
て
謹
ん
で
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

古
文
孝
経
の
訓
読
に
お
け
る
字
訓
に
つ
い
て




